
「
９
条
改
憲
、
原
発
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
、
物
価
高
、
地
域
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
せ
ん

か
？
」

６
月
４
日
（
日
）

今
回
は
２
本
の
ビ
デ
オ
を
見
て
核

兵
器
禁
止
必
要
性
や
、
署
名
活
動
の

意
味
、
原
発
政
策
転
換
の
危
険
性
な

ど
に
つ
い
て
学
び
、
話
し
合
い
ま
し

た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
そ
の
時
歴
史
は
動
い
た

『
３
０
０
０
万
の
署
名
大
国
を
揺
る

が
す
』
」
（
１
９
９
９
年
放
送
）

１
９
５
４
年
３
月
１
日
、
第
五
福

竜
丸
が
ア
メ
リ
カ
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で

の
水
爆
実
験
で
「
死
の
灰
」
を
浴
び

た
こ
と
か
ら
署
名
活
動
が
始
ま
っ

た
。
集
ま
っ
た
署
名
は
、
第
１
回
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
ま
で
に
国
内
で

３
０
０
０
万
、
世
界
各
国
で
合
計
６

億
。
署
名
活
動
中
の
女
性
は
、
「
こ

ん
な
活
動
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
？
」
と
問
わ
れ
、
答
え
た
。
「
沈

黙
は
賛
成
を
意
味
す
る
。
何
も
し
な

い
よ
り
い
い
。
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
『
ヒ
ロ
シ
マ

爆
心
地
の
原
子
力
平
和
利
用
博
覧

会
』
」
（
２
０
１
４
年
放
送
）

原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
は
、
原

爆
投
下
か
ら

年
後
の
１
９
５
６

11

年
、
広
島
の
原
爆
資
料
館
で
開
か
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
原
子
力
の
平
和
利

用
資
料
を
寄
贈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

〝
ホ
ラ
ー
展
示
物
〟
を
閉
め
出
し
、

原
子
力
に
対
す
る
否
定
的
見
方
を
、

前
向
き
な
も
の
に
変
え
て
い
こ
う
と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
ね
ら
い
が
あ
っ

た
。
開
幕
か
ら
３
週
間
で

万
人
が

11

訪
れ
た
。
１
年
間
の
原
爆
資
料
館
来

館
者
数
と
同
じ
だ
っ
た
。
そ
の
後
日

本
は
、
世
界
第
３
の
原
発
大
国
に
な

っ
た
。

▼
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
１
年
後

に
原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
を
開
い

た
。
ア
メ
リ
カ
は
や
り
方
が
巧
妙
だ
。

▼
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
行

い
、
帝
銀
事
件
や
三
鷹
事
件
、
松
川

事
件
で
共
産
主
義
者
の
せ
い
に
し

た
。

▼
初
め
は
原
子
力
の
平
和
利
用
に
憧

れ
を
持
っ
て
い
た
人
も
、
３
・

後
11

は
考
え
が
変
わ
っ
た
。

▼
３
・

を
忘
れ
て
政
府
が
原
発
政

11

策
を
転
換
し
た
が
、
大
き
な
地
震
が

来
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。

▼
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
こ

の
ビ
デ
オ
を
見
て
ほ
し
か
っ
た
。

▼
日
本
人
は
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、

と
言
う
人
が
多
い
。

▼
ド
イ
ツ
は
戦
後
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
戦
争
責
任
を
徹
底
的
に
追
及
し
て

い
る
。
日
本
と
は
全
く
違
う
。

▼
広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ

た
が
、
日
本
は
民
主
主
義
国
家
と
は

い
え
な
い
。
後
進
国
だ
。

▼
日
本
で
は
事
実
上
、
裁
判
所
は
政

府
の
追
認
機
関
、
国
会
は
議
論
な
し

の
強
行
採
決
機
関
、
内
閣
は
憲
法
よ

り
上
位
の
国
権
の
最
高
機
関
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
許
し

て
い
る
の
は
国
民
だ
。

▼
５
月

日
の
北
朝
鮮
の
「
偵
察
衛

31

星
」
打
ち
上
げ
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
長

時
間
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
出
し
て
い
た
。

改
め
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
政
府
の
広
報
機
関

だ
と
思
っ
た
。
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
公
共
放

送
で
す
」
は
改
め
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
国

営
放
送
」
と
す
べ
き
だ
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
政
府
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ

ン
だ
。

あつぎ・森の里九条の会 2023年6月

～今を新たな戦前にさせない～ 結成:2009年

代表：平川高人 電話：090-3338-7027 編集：事務局/今村考三 046-248-0632

例会
7月2日（日）
１０：00～１２：００
森の里公民館３Ｆ会議室

懇談会・ビデオ

９条改憲、原発、ウクライナ侵略戦争、

物価高、地域の問題などについて話し合

い、共感し合いませんか。

スタンディングと署名活動のお知らせ

日時：７月１６日(日) 10:00～11:00

場所：スーパー三和前

★どなたでもお気軽に参加大歓迎で

す。

★手作りの表示板の用意あります。

例）「キシダ政治を許さない！」

「９条壊すな！」

「ＮＯ ＷＡＲ！」

「大軍拡・大増税反対！」



あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月

日
の
ス
ー
パ
ー
三
和
前
の

21

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
久
々
に
署

名
活
動
も
行
い
ま
し
た
。
「
大
軍
拡

Ｎ
Ｏ
！
大
増
税
Ｎ
Ｏ
！
」
の
署
名
に

は
、

名
の
方
が
協
力
し
て
く
だ
さ

35

い
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

傍
観
は
独
裁
政
権
へ
の
加
担

恥
を
知
ら
な
け
れ
ば

昔
テ
レ
ビ
で
旧
ソ
連
の
Ｓ
Ｆ
映
画
、

「
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」
を
見
ま
し
た
。
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
帰
還
し
た
乗

組
員
が
、
ソ
ラ
リ
ス
の
海
の
表
面
が
変

化
し
、
街
や
赤
ん
坊
の
形
に
な
る
の

を
見
た
と
証
言
。
調
査
の
た
め
心
理

学
者
が
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
向
か
っ
た
が
、
内
部
に
は
い
る
は

ず
の
な
い
少
女
や
、
自
殺
し
た
は
ず

の
妻
が
現
れ
た
り
消
え
た
り
す
る
。

（
フ
リ
ー
百
科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
」
よ
り
）

ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
監

督
の
難
解
な
映
画
で
す
。
車
の
中
か

ら
撮
ら
れ
た
東
京
の
首
都
高
速
の
場

面
が
長
か
っ
た
こ
と
や
、
主
人
公
の
心

理
学
者
の
次
の
よ
う
な
一
言
を
今
も

覚
え
て
い
ま
す
。「
人
間
、
恥
を
知
ら

な
け
れ
ば
進
歩
し
な
い
。
」

庶
民
は
納
得
し
て
い
な
い

岸
田
首
相
の
長
男
翔
太
郎
秘
書
官

が
、
公
邸
忘
年
会
問
題
で
辞
任
し
ま

し
た
。
こ
の
問
題
は
、
週
刊
「
文
春
」
が

「
公
邸
で
お
お
は
し
ゃ
ぎ
」
と
報
じ
て

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
岸
田
首
相

は
忘
年
会
の
場
で
あ
い
さ
つ
も
し
た

そ
う
で
す
。
ま
た
週
間
「F

R
ID
A
Y

」

は
、
参
加
者
の
中
央
で
笑
顔
を
見
せ

る
首
相
夫
妻
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し

た
。
岸
田
首
相
一
族
の
お
ご
り
を
感

じ
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
公
邸
の
私
的
ス
ペ

ー
ス
だ
か
ら
問
題
な
い
と
言
い
訳
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
公
邸
の
一
部
で
行

わ
れ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
庶
民

は
納
得
し
て
い
ま
せ
ん
。
朝
日
新
聞

が
５
月

～

日
に
行
な
っ
た
世
論

27
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調
査
で
は
、
翔
太
郎
秘
書
官
が
親
族

と
公
邸
で
忘
年
会
を
開
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
大
い
に
問
題
だ
」
と
「
あ
る

程
度
問
題
だ
」
は
、
合
わ
せ
る
と
76

％
で
し
た
。

主
要
国
と
は
言
え
な
い

公
邸
忘
年
会
問
題
は
海
外
メ
デ
ィ

ア
も
速
報
し
、
日
本
で
は
世
襲
が
広

く
行
わ
れ
て
い
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。

政
治
だ
け
で
な
く
、
経
済
も
長
年
停

滞
、
人
権
、
教
育
な
ど
様
々
な
面
で

主
要
国
中
下
位
。
広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
主

要
国
と
は
言
え
な
い
恥
ず
か
し
い
状

態
で
す
。

や
り
た
い
放
題

５
月

日
、
北
朝
鮮
が
「
偵
察
衛

31

星
」
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
日
本
政

府
が
強
調
し
て
い
た
「
偵
察
衛
星
と

称
す
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
北
朝
鮮
は
年
に
何

度
も
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
。
国
家
予
算
に
占
め
る
軍
事

費
は
、
相
当
な
割
合
を
占
め
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
民
の
多
く
が

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
平
気
で
何
度
も
発
射
。
何
と

ひ
ど
い
国
だ
…
…
。

次
の
世
代
に
説
明
が
つ
か
な
い

し
か
し
、
で
す
。
日
本
も
軍
事
費

を
今
後
５
年
間
で

兆
円
へ
。
一
方
で

43

貧
富
の
差
は
拡
大
す
る
ば
か
り
。
新

し
い
階
級
社
会
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
事
実
上
の
独
裁
政
権
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
や
り
た
い
放
題
の
政

治
を
終
わ
ら
せ
な
い
限
り
、
庶
民
に

明
る
い
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
傍
観

は
独
裁
政
権
へ
の
加
担
で
す
。
こ
こ
で

声
を
上
げ
な
け
れ
ば
独
裁
政
治
は
半

永
久
化
し
、
憲
法
が
改
悪
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
次
の
世
代
に
説
明

が
つ
き
ま
せ
ん
。

最
後
に
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
前
首

相
の
言
葉
を
、
も
う
一
度
掲
載
し
ま

す
。

「

こ
の
国

に
自

由

が
向

こ
う

か

ら

や
っ
て
来

た
の
で
は
な

く
、
私

た
ち
が
勝

ち
取

っ
た
の
で
す

。
そ

の
裏

に
は
、
旧

東

ド
イ
ツ
で
危

険

を
冒
し
て
ま
で
も
自
由
と
権
利
の

た
め
に
戦
っ
た
人
々
が
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
民
主
主

義

を

守

ら

な

く

て
は

な

り

ま

せ

ん
。
民

主

主

義

は
い
つ
も

そ
こ
に

あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
ね
た

ん
だ
り
悲
観
し
た
り
せ
ず
、
希
望
を
も

っ
て
目
的
に
向
か
え
ば
、
未
来
は
必
ず

開
か
れ
ま
す
。
」
（
森
の
里
九
条
の
会

１
月
号
参
照
）

Ｋ
Ｉ

※
事
務
局
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
一
言

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
や
つ
ぶ
や
き
、
森
の
里
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
何
で
も
よ
い
の
で

お
寄
せ
下
さ
い
。
先
に
お
配
り
し
た

葉
書
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

アジサイ 花菜ガーデン（平塚市）


